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1．はじめに

　わが国は・機械化・自動化・都市化・情報化が進行し、便利で豊かな時代になっている。E常生活、職場、交通機関等にお

ける機械化や自動化は人々の体力・協力s自然への依存を減少し、労働や生活を容易にしている。また、都市化や情報化は、

人々の欲求を満足させるもの・条件・場や環境等を提供し・癬【1でt来適な暮らしを私たちにもたらしているe

　しかし・このような豊かさと逆行して・人kにおける倫理の荒廃が深刻な課題となってきている。r生きるカ」の教育にお

いて・問題解決能力の育成と共に・「豊かな人蹴もの向上が強調される背景にもこの課題がある．自己における精榊按定、

他者への思いやり・動植物への酉i遵・自然との謝舞・共存共栄等に鷺する人聞的佃遁の維持充実のために、また、わが国にお

ける僧激な犯罪率の増加・学校教育におけるいじめや暴力の深刻鑑自然環顕考染等の課題解決のために感性教育は重要であ

る。

　このような感性教育にリズミカル・ムーブメント・プログラムは貢献する可能性がある。リズミカルな身体運動は、人間に

おける心身の一体感他者との協調・自然なリズムとの響応等を人々が感ずる機会となっている。f運動中、自分はからだ全

体で動いている」「運動中の自分の動きは、生き生きとLて感じる」「運動中の自分の動きには、自分らしさが出ている1等の

自己感覚・「仲間の動きの中に、その人らしさを見つけることができる」r仲欝の鱗きの中に、動きのリズムを感じることがで

きる」「仲間の動きの中に・生き生きした動きを見つけることができる」等の縫感覚、暗楽を使って運動すると、自分力董仲

間と一体となって動いていると感ずる」f音楽を使って運動すると、音楽に窪分の鱗きがぴz｝たり合っていると感じる」等の

リズム感覚このような感覚が、リズミカル・ムーブメント・プPグラムによって畜まれる可能E捧ある1｝。

本論考の目的は、体育・スポーツ教育におけるヨズミカル・ムーブメン鯖こよる⌒を縫し、その基本的原則を探究

し、感性教育のためのリズミカル・ムーブメント・プログラムぷま蒋である碧かと挙うことをi爽ら撰こすることである。

2．体育・スポーツ教育おける感性教青

陸上運駄水中運動対人競技、ポールゲーム、⌒等の犠々な身｛繊嵐罎縫轟鐘盤であるく力の保

持増進に貢献すると共に、感性教育とも連動Lている。織こ、奏繊銭長擬1こお轄る菱酸離、き彗輕鐘感覚．事物の纏覚、

他者や自然との関係理解に重要な影響を与えるe走・鍵・養㊧運繁プー醒こ譲ナ萎縫等鐵轟箒縫鉢纏璽を発達させ、

技能向上をもたらし、対人競技やボー－fレゲームはこれら1こ謹えて、鑑着と穆麟誓塞懇鉢や警を学ぶ重要な機会となってい

る。また、自然の中における活動は、心身を壁フレッシュL、糞繊とC2＞Pt会碧やi……熱1こ襲義撒｛撰毒上に結びついている。

　本研究における身体運動による感性教育は、ホ萎ステ夢タ縫毒螺毒理鍵さ塾墨彗｝eこ書叢綴こおける「lmu1はrい

のちとのつながり感覚」として掴屋される。こ｛曝は、譲糞、難、灘、i縫、難、翼織々自身の身体内を櫨じるこ

とが可能な内部感覚であるe私たちはこのような象韓燈感鷺」こまうて熱欝燃事象と灘系する。また、内部感覚によって

私たち自身の感情や身体状況と関わっているeいま、ここを生きている麹誌誕鐡・ら様々な体験・経験により自己が形成

されている。その個としての「私」3）は、私自身、麟、縫、i鱗、夕謬等と身体感覚によって身体内世界と関わり、そ

の関わりによって生きている。また、そのi私」が麗わり、癬る藁象も、時闘的に絶えず様々に変化しつつ、現象の中に

位置している。ホリステック教育論における「感幽捻、変婁し纏羅される両者、すなわち意識する「私jと意識される対象

との関係において成立し、「私」が感覚により、意識対象と麗わることである。

　しかし、体育・スポーツ教育において、次のような壌合、ホPステック教育の観点における「感性jが「鞠の中で働いて

いるとは理解されない。長距離走に慣れてない人が自己の身｛薗こ対して無理な走り方を行う場合、キャッチボールの練習にお

いて技能の高い選手が、初心竜に対して危険な速球を投げる壌合、登山において体力や経験以上の活動を強制される場合等で

ある。自己の身体が不自然な状況における「杣において、初卦者に無神経な速球を投げる「私」において、自然を楽しむ余

裕がない「私」において、ホリステック教育の観点に基づくr繊は育成されないからである。この観点に基づく「いのち

とのつながり感覚」としての「いのち」は、明るさ・元気・希望・繍蔭・安心等をもたらす「生きる喜び」であり、「いのち」

との関わりを「私」が実感できる感覚であるe長距離走に不慣繊綱が姦分の峠一スでゆっくりと走り、快い汗を流す場合、

相手の身体技能の状況に応じたキャッチボール指導を行うことができる齢、体力と経験に応じた登山を体験する場合、それ

ぞれにおける「私1は「いのちとのつながり感覚1を体験する。無理㊧ない走運動は「私1と自分の「身体」4｝（「いのち」）
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との一醐をもたらし・思し鞠酷るキャッチボール嚇…の高し警に概者欄の楽しさを端させ、余裕施る登山

はr私」と自然（fいのち1）との関係の中で美的感動体験をもたらす可能性がある。

隔’スポー端育において㈱導勧糠々な躰鋤を活肌つつ漣賭を導く時「酬豊かな指導猷鋤者
における「いのちのつながり感覚」を育むための多くのwaを灘けるぷ体emcこよる「醐の輸まコ私」と「離jx

働と「f幽」・「私」と「酬の縣齢しロー憾響応・WW“の繊をもたらレ燗｝こおける自信心の館

儲＾の顧やり泊然leSC1‘e’る酬等縞めることにつながるeこのような「軸教育を目的とする繍・スポ＿ツ教育

に関し（・学酬へ囎颯鋤文化の端イヒ糟者のuaという鯨から商山や高橋の隔授業mam・・楊考とし

っっ、以下のような留意点を挙げることができる。

　（1）指導者として学習者へ配慮すべきこと

　　　　・学習者が安心して学習に参加できること

　　　　・学習者の個性を尊重すること

　　　　・学習者の自主性・意欲・興味・関心・．感情等を重視すること

　　　・学習者同士の協力・共同・思いやり等を支援すること

　　　・学習者が運動技能学習において運動のイメージを明確にできる支援をすること

　（2）運動文化の教材化について

　　　・学習者に応じた運動と無理のない運動課題の提供

　　　・既存のスポーツ文化に関する教育的方向へのルーノレ変更

　　　・学習者同士が協力をする運動課題の提供

　　　・自然と親しむ運動プログラムの工夫

（3）学習者の態度

　　　・主体的自主的に学習すること

　　　・教材に応じた自分の個性を自覚すること

　　　・他者との共同・協力・思いやり等を］轍重すること

　　　・自然に積極的に親しむこと

3．リズミカル・ムーブメントによる感性教育

リズミカル’ムーブメントは・ドイツの・レドルフ・ボーデ（Rud・lfBode・88・一・97・）によって基礎づけられた躰運動

であるe｝・搬この躰迦の本質が「人間をtSde体・ma体としてとらえ、内面から生ずる運動の衝動を自然的．全蜘

にリズミカルな動き峰わすことJ　’）であると離レ綱のam的⌒に基づく「体蜘をnv1し噺しし躰ma

「リズム体操Rby⌒che　Gyln磁k」を提唱した人物である8）。

「リズム」は・私たちの躰勘のwaに存在している．体育・スポーツ教育におetる躰⌒綱識ける労11bi（F

業・日雌活における齢な活動・繍瀦臨私たちの躰運動には「リズムj・nsある．リズミカル・ムーブメントは端々

な躰運動の基本として理解されるが、ボーデの「リズム体蜘灘けられている。麟の研究・・によると、ボ＿デによ

り考案されたリズミカル・ムーブメント1：1・・以下のような3つの躰酬乍によって構成される一連の躰鞠としてmaされ

るか。

「用意の動作（上拍A頑act）」：「ある動きに先立って行われる迎えの動作1

「主動作（アクセントBetOnnung）」：「上拍に続V　iて起こる、もっとも強い運動」」

「納めの動作（下拍Abtakt）」：「主動作に続いて起こり、運動を終わりに導くもの」

このようなリズミカル・ムーブメントの具体的身体運動としては、歩く・走る・跳ぶ・回る・はずむ等の手具を用いない身体

運動sボール・なわ・輪・棒等を用いる身体運動、集団での運動、音楽による身体運動等、様々な身体運動が可能であるeし

かし、このような身体運動は以下の3原則を基本とする運動として把握されているll）。

「全幽・「mの現緬と共に’L，・！li・を一致した鯉として、心とからだの統合を意味している」

『端樹・「自然でリズミカルな動きが円滑に流nることでぷ張と解蜘咬互C：kkり返される」

「経済性」：「間違った緊張を取り除き、．動きの妨げを取り除くことである」

一12一



　リズミカル・ムーブメントに関するこれらの原則は、人間が部分と部分を繋ぎ合せた機械のような全体ではなく、「生命体・

有機体」であるという本質認識から導き出されている。この本質について、ボーデの「リズム体操」確立に景遷を与えたL

クラーゲス（1872～1956Ludwig　Klages）は「リズム」に関する論究から以下のように説明している。

　リズムは一一生物として、もちろん人間も関与している一噺］生命現象であり、拍子はそれにたいして人間のなすは

たらきである。リズムは、拍子が完全に欠けていても、きわめて完成された形であらわれうるが、拍子はそれにたししてリズ

ムの協働なくしてあらわれえない。1Pt

　この認識は、ホリステック教育における人間把握と共通している。［リズムjに基づく「拍子」は人間の知性によって理解

された創造的出来事であるが・「リズム」は生命現象それ自体であり、人間の「いのち1の現象として認織されている。ホリ

ステック教育に関する人間認識においても・人間における知性偏重が批判され、人間は動植物や大自然の根底にあるrいのち」

によって生かされている生命体として理解され、f生命体・有機体」としての人間教育が提唱されている。リズミカル・ムー

ブメントによる教育とホリステック教育においては、共に、人間は部分と部分を繋ぎ合せた機械のような全体として理解され

るのではなく、動植物や大自然と密接に関わる生命体として把握され、自然全体に存在するrいのち」を基本とした人聞教育

が探究されている。

　以上の考察から、本研究におけるリズミカル・ムーブメントによる「感閏教育は、ホリステック教育の綴点と関連してい

ると判断できる。リズミカル・ムーブメント教育は、「私」と「身体」との関係において、ある人がリズミカルで躍動的な身

体運動を探求する中で「いのちとのつながり感覚」を育む可能性がある。ある人が日常動作とは異なるリズミカルな美しい歩

行運動を目指して、リラックスした、流れるような、躍動的歩行運動を探求する場合がある。彼は、始めの段階で「私」に抵

抗する自分の「身体」に悩まされるであろう。しかし、彼は指導者に導かれながらリズミカルな歩行運動を実現することがで

きるようになった時、彼の「身体」は「私」と一体となり、快く動けていることを自覚できるのである。また、「私1と「他

者」の関係において、二人でリズミカルな縄跳びを試みようとする場合がある。一人が両手で縄を回し、跳んでいる中に他の

一人が加わり共に跳ぶ場面がある。彼らは、お互いのリズムを合わせ、躍動的で美しい身体運動に挑戦し、このような運動が

実現できた時、共同・協力の喜びに満たされ、共に汗を流す楽しさを体験する。このような体験・経験は彼らの「感性」を育

むことになる。さらに、リズミカル・ムーブメントにおいては、音楽にのりながら集団演技の発表会が行われることがよくあ

る。これは「私」と「自然」を活かしたリズミカルな音楽との関係として把握することが可能である。リズミカルな音楽にの

りながら、「私1が他の仲間たちと共に、流れるように、躍動的に、快く踊れた場合、その人は「他者」関係を育まれると共

に、「いのち」を活かすリズミカルな曲との嚇を体験することになる。これは、「私」と噌然」の関係において、彼は「い

のち」のリズムの側面から一体的な体験をしたことになる。

　リズミカル・ムーブメントによる教育は、人間における「私」と「身体」、「私」と「他者」、「私jと「自然1における「い

のちのつながり感覚」を育み、「感性」教育に貢献する可能性がある。

4．r感性1教育のためのリズミカル・ムーブメント・プログラム

⊇のため刎ズミカル・ムーブメントを難討るためには、燗を「齢体・撒体」として蹴るプログラムを展

開する必要がある。リズミカルな運動を学習する場合にも、個々の運動者が「いのちのっながり感覚」を育まれる指導計画が

重要である。このような運動学習ためには、体育・スポーツ教育におけるr感性」教育の留意点（徳山や高橋の授業研究を参

考として挙げられた観点）がある。学習者の個性や主体性の糎、学習者間の共同・協力・思いやり等の補助、安全や安心を

配慮した運動学習の支援、身体運動の教材化においては学習者に応じた無理がない運動の工夫等力S、指導者として学習者へ配

慮すべきことである。

　しかし、リズミカル・ムーブメント・プログラムにおいては、「生命体・有機体」としての「リズム」を学習者自身が自覚

しつつ、自分の身体運動を高める必要がある。こ加ま、学習者が、いま・ここで自分として可能な身体運動、例えば歩く、走

る、跳ぶ、回る等の運動を確認しっっ、「全体性」r律動性」「経済性」を伴ったリズミカル・ムーブメントに向けて、これら

の身体運動学習を進めなければならないことを意味する。つまり、学習者が自分の「いのち」との騨系から、目標となる身体

運動を主体的に創造することになるのである。これは、リズミカル・ムーブメント・プログラムの特徴である。また、リズミ

カル・ムーブメント・プログラムでは、音楽が活用される。学習者が躍動的で優雅な身体運動を実現できるような音楽のi夫

と支援を、指導者は配慮する必要がある。このような音楽は、動櫨物や自然と連動し、個々の人間の「いのち」となっている

「リズム」を活かす教材であることが望ましい。ここにも、リズミカル・ムーブメント・プログラムの特徴がある。

　以上の考察から次のようにまとめことができる。リズミカル・ムーブメント・プログラムは、個々の人間における「いのち」
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との出会いを支援し・人聞や自然における「いのち」とのかかわりを深化・充実させ、リズミカル・ムーブメントを可能にす

る躰蹄プ・グラムである・このようなプ・グラムぱ靴鮪のWWであるSOSts人離の教育につながり、私たちのrWt

性1教育に賞献する。
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